
2３１

SLrixl2：231-233（1993）

オシドリによる橋脚の穴利用

川本炎下夫ｌ・濯川千晶２．角永登３

はじめに

樹１１営巣性のオシドリＡ蔵ｇａＪＧ,．ｉａ４ＺａＬａが巣繍を利川することはよく知られている（柳沢1976，

小池・樋口1989)．妓近，11111雌においても弘111（1993）によって，巣箱での営巣例が搬告された．

また．石垣の穴を利用して繁殖することは知られているが（浦凄1978)，それ以外には，オシドリが

人工構造物を利用して繁殖を行なったという観察例はない．

′Wf背らは，中国山地の山間部を流れる川にかかる鉄橋の橘脚にある複数の穴のうち４か所をオシド

リが利用し，そのうちの１か所では繁殖を確認したので報緒する．

調査場所および調査期間

観察場所は，山口県と島根県との県境を流れる深谷川にかかるランガー型の鉄橘（深芥大橋）で，

玖珂郡錦町と島根県六I~l市町の境にある（図ｌ)．橋は標簡約400ｍの位置にあり，長さが99.5,,幅

図ｌ・深谷大橋と巣穴の位閥．矢印ｌをオシドリが利川し，２をブッポウソウが使用した
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が６ｍ，橋の通行部から水面までの高さが80ｍである．川幅は約５ｍである．オシドリの繁殖を確認

した橋脚の穴は，水面からの高さが67ｍで。橋の通行部から13ｍ下にある．

この穴をオシドリがはじめて利用しているのを確認したのは，1993年６月1211である．その後，

1993年７j124ilまで111.1間観察を行なった．観察に際しては，ノートに記録をとると同時に写典撮影

とビデオ撮影を行なった．

結果および考察

６月121.1の午前，雌雄のオシドリが下流から飛んできて橋の梁にとまり，しばらくして雌が橘脚に

ある穴に入った．雄は橋の梁にとまったままであった．その11観察したのはそれだけであるが，オシ

ドリは橘脚にある穴で営巣していると思われた．６月14日にはlIjび橘を訪れ，この穴へ雌が入るのを

観察した（図２)．Ｍ１]午後の観察L'１，橋脚には，ほかにもこうした穴がたくさんあり，橋脚の｢'１央

近くの穴でもオシドリの雌が出たのを確認した．この穴には約１時間後，オシドリの雌が入った．６

ハ1611には別の穴からオシドリの雌が出るのを確認し，約30分後にオシドリの雌が入ったのを確認し

た．６jll7IIにはそれまで確認した穴とは別の穴からオシドリの雌がヒナのような丸い形状の物をく

わえて出るのを確認した．この火には約30分後にオシドリの雌が入ったのを確認した．この橘脚の穴

はブッポウソウも繁殖に利用しており（に村1979，山根1990)，その時もｌか所の穴はブッポウソ

ウが利川していた（図１の矢印２)．その後の観察はオシドリのヒナの巣立ちを確認するために，お

もに妓初にオシドリの入ったのを確認した穴に集中した（I叉１１の矢印１）．この穴からは，７月2311

'1竪後に１羽のヒナが出たのを確認した．その後，雌のオシドリに続いて８羽のヒナが穴から出て，合

計９羽のヒナが巣立ちをした．しかし，オシドリの雌が出入りしていた残りの３か所の穴では，巣立

ちを確認することができなかったので，繁殖に成功したかどうかは不明であるが，営巣に利用してい

たのは確実であろう．

深谷火桶の周囲の植生は，橋より下の斜面はアカマツやモミなどの|÷l然林であるが，ノi<の胸間直経
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図２．穴に入る雌のオシドリと近くで待つ雄のオシドリ．
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(よ太いもので30ｃｍ程度である．そのほかもスギ，ヒノキなどの人工林が多く，オシドリの営巣でき

るような樹洞のある木は見あたらなかった．そのため，深谷大橋の橋脚の穴は営巣に適していたため

にオシドリに利用されたのだろう．この穴は高所に位置するのでヘビなどの外敵の進入も少ないと思

われる．しかし，原生林であっても，深谷大橋のように接近して巣穴に適した樹洞が５か所もあるこ

とはまれであろう．したがって．自然ではふつう分散して繁殖せざるを得ないだろう．観察は十分と

はいえないが，深谷大橋の橋脚で４つがいもが繁殖していたとすれば，オシドリは自然の状態でも，

ある程度の集団で繁殖しているのかもしれない．人工構造物に営巣することについては，巣箱を利用

するのだから不思議はない．しかし，これまで人工構造物を営巣に利用した例が知られていないのは，

巣穴そのものだけでなく，巣穴の周囲の環境が重要な営巣条件になることを示唆している．例えば深

谷大橋のように高くても下が水域であるとか，人為的撹乱が少ないとかである．こうした営巣条件や

繁殖行動を明らかにすることは，オシドリの巣箱の架設に役立つだろうと思われる．
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AnobservationofMandarinDucksnestinginholGsofironbridgepiers

MichioKawamotol，ChiakiSawada2，HisatoSumi3

WeobservedthatMandarinDucksAi工ｇａｌ〃icuIaZawerenestingintheholesofiron

bridgepiersoftheFukatani-oohashi，locatedontheboundarybetweenYamaguchiPref，

andShimanePref、Ｉｔｉｓｔｈｅｆｉｒｓｔｒｅｃｏｒｄｏｆｔｈｉｓｓｐｅｃｉｅｓｎｅｓｔｉｎｇｉｎｈｏｌｅｓｏｆａｎａｒｔｉｆｉｃｉａｌ

ｓｕ･ucture,apartfromthoseofrockworkaroundriversandponds､ＷｅｆｏｕｎｄｔｈａｔＭａｎｄａｒｉｎ

Ｄｕｃｋｓｕｓｅｄｆｏurholesofthepiersasnestingplaces，ｔｈｏｕｇｈｉｔｗａｓｉｎｏｎ１ｙｏｎｅｈｏｌｅｔｈａｔｗe

observedfledglingsinJuly，１９９３．
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